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抵抗溶接の モ デ リン グ と シ ミ ュ レ ーシ ョ ン
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　抵 抗溶接で は ア ーク溶接の 陰極 ・
陽極部の よ うな未だ機構 解 明が不 十 分とい うよ うな部

分を 含 まない ため ， 原理 的に は ，溶接 電流 の 供給源となる電極 と被溶接材間の接触状 況 お

よび 被溶接 材 問の 接触 ・通電状況 さえ接触問題 と して正 しく推測 ・計算で きれ ば，後 は ，

電流場 に 対する ラプ ラ ス方程 式 と電極 を含 めた全体場 に 対する熱伝導 方程 式 を三 次元 問題

として解 くこ とに よ り正確な 溶接部形 成状 況 を推算で きる ．しか し，適 用 高精度 を上 げる

ため に は ， フ ロ ー トス トレス を含め た高温 域で の 温 度依 存性 や相転移 を考慮 した 各種 物性

値 とその 物理 的な意味 をよ く理 解 して お くこ とが必 要 とな る．こ こ で は ， 抵 抗ス ポ ッ ト溶

接 を例に ，溶 接現 象モ デ リン グの 現状 とそ の 数学 モ デル ，境 界条件 まで もが 時間 的 に 変化

す る 非定 常数値 シ ミ ュ レー シ ョ ン の 要 点 ， シ ミ ュ レーシ ョ ン の 適用精度 ， 適用例 と利 用 の

効果 など に っ い て 述べ る ．

　接合 材の 温度場 とろ うの 間隙浸透挙動
〜ろ う付現象の モ デ リングとシ ミュ レ

ー
シ ョ ン 〜
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　ろ う接施工 は 、 複雑で か つ 種 々 の 形状を持つ 接合部に対 して 適用 される こ とが 多い 。 こ

れ らの ろ う接の 成否 は 、 被接合材をどの よ うに 加熱すべ きかが 重要に なる 。 しか しこ の 点
に 関 して は 、施工 者の ノウ ハ ウに 強 く依存す るの が現状で ある 。 ろ う接現象に お い て は 、

ろ うの 浸透性や そ れ に伴 うろ う
一

接合材界面で の 合金化 に ．ハる材料の 変質な どに関 して 多

くの 研究が成 されてい るが 、 継手部の 被接合材 の 温度分布 とろ う材の 溶融 ・間 隙浸透挙動

が施工 上最 も基本 的な 問題であ る。 そ こで 、 こ こ で は 、 どの よ うに加熱す るの が適正 で あ

るか を熱伝導理 論 に基づ くシ ミ ュ レ ーシ ョ ンに よ っ て 把握 する こ とを試 み た。

　ろ う接現 象の モ デ リン グに おい て 最 も特徴 的 な こ と は、 ろ うが 接合 間 隙に 毛管浸透 し、

その 結果継手部の 境界条件が 時 々 刻 々 変化 して い く過程 に あ る 。 こ の 過 程 に お ける継手部

の 温度場の 変化 とそれ に伴 うろ うの 浸透挙動を 巨視的な立場か らモ デ リン グ し、 そ の 検証

結果 と今後の 問題点 に 関 して紹介す る。
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